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経営理念
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一、 私達は、和の精神を大切にし、

社員の生活向上を目指します。

一、 私達は、お客様に満足されるサービスを提供し、

お客様と共に繁栄します。

一、 私達は、研究と創造に努め、自己改革に挑戦します。

一、 私達は、物流を通じて社会の発展に貢献します。
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カンダグループの概要



会社概要
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商号 カンダホールディングス株式会社

本店 〒101-0061 東京都千代田区東神田3-1-13

本社事務所 〒115-0051 東京都北区浮間4-22-1 浮間物流ｾﾝﾀｰ

創業 昭和18年11月

代表者 代表取締役社長 勝又 一俊

資本金 17億7,278万4千円

事業内容 グループ全体の事業活動を統括・管理する

従業員数 連結：2,331名（平成30年9月末日現在）

グループ会社 26社（平成30年9月末日現在）

上場区分 東京証券取引所市場第二部

証券コード ９０５９
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会社沿革
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昭和３８年：出版物共配開始

昭和２０年代：定期路線便の構築

昭和１９年：神田運送㈱設立

昭和１８年：東京都神田区内の運送会社
16社の一括統合により発足

平成２１年：持株会社体制へ移行
商号をｶﾝﾀ゙ﾎー ﾙﾃ゙ｨﾝｸ゙ｽ株式会社に変更

平成１８年：流通加工事業者を傘下に加える

平成１６年：東京証券取引所市場第二部へ上場

平成６年：日本証券業協会に株式を店頭登録

平成３年：ｶﾝﾀ゙ｺー ﾎ゚ﾚー ｼｮﾝ㈱へ社名変更

平成２９年：低温輸送を手掛ける㈱中村ｴﾝﾀー ﾌ゚ﾗｲｽ゙を
ｸ゙ﾙー ﾌ゚傘下に加える
/ PT.JAPAINDO INTERTRANS PRIMAをｸ゙ﾙー ﾌ゚化し、ｲﾝﾄ゙ﾈｼｱ
ｼ゙ ｬ゙ｶﾙﾀの現地法人に吸収合併

平成２８年：ｶﾝﾀ゙ﾊー ﾃｨー ｻ ﾋー゙ｽ㈱が特例子会社認定を受ける

平成２７年：ｲﾝﾄ゙ﾈｼｱｼ゙ｬｶﾙﾀの駐在員事務所を現地法人化
/日本物流ﾈｯﾄﾜー ｸ協力会(JLNA)発足

平成２６年：NVOCCであるﾆｭー ｽﾀー ﾗｲﾝ㈱・ﾍ゙ﾙﾄﾗﾝｽ㈱を
ｸ゙ﾙー ﾌ゚傘下に加える

平成２５年：ｲﾝﾄ゙ﾈｼｱｼ゙ｬｶﾙﾀに駐在員事務所を設立

平成２４年：NVOCC である㈱ﾊ ﾊー゙ ﾏーﾈ ｼー゙ﾒﾝﾄ(現PGE)と
国内流通加工業者である㈱ｼ゙ｪｲﾋ゚ ｴーﾙをｸ゙ﾙー ﾌ傘下に加える
/ﾀｲﾊﾝ゙ｺｸに現地法人、中国上海に駐在員事務所を設立

平成２３年：国際宅配事業者をｸ゙ﾙー ﾌ゚傘下に加え、国際物流事業に
本格的に進出

▮ 創 業 期

▮ 運送業から物流業へ

▮ 国際物流への進出 ～
総合物流企業を目指して
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■ エリア別事業拠点数

岩手：１

宮城：２

栃木：７

千葉：８

東京：２５

群馬：１１

山梨：１

埼玉：２５

静岡：１

愛知：８

滋賀：２

広島：１ 大阪：７

鳥取：１

福岡：１

神奈川：３

平成30年12月3日現在

石川：１

新潟：１

京都：１

兵庫：４

【 海 外 拠 点 】

現地法人

バンコク（タイ）

ジャカルタ（インドネシア）

駐在員事務所

上海（中国）

拠点ネットワーク

東 北 ３

関 東 ７９

中 部 １２

関 西 １４

中四国 ２

九 州 １

海 外 ３

合 計 １１４
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事 業 の 概 要
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■ カンダグループの４つの強み

事業の特徴

多種多様な物流サービスを
提供できる国内外グループ体制

3,500社に及ぶお客様との
取引に支えられた裾野の広さ

１つの業種・業態、企業に
偏らない幅広い営業基盤

国内外を一気通貫で結ぶ
国際物流ネットワーク



カンダグループでは

に及ぶ あらゆる業態のお客様に、

多種多様な物流サービスを御提供しております。
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事業概要

建築資材
運 搬

引越し
警備輸送

（集配金）

廃棄物
収集運搬

冷凍冷蔵
輸 送

バイク便
介護・介助

輸 送
買物代行

宅配サービス

物流センター
（在庫型）

社内メール
サービス

機密文書
保 管

物流センター
（通過型）

航空宅配

越境ＥＣ

海上輸送

航空輸送
データ

センター
ＷＭＳ
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W E B受発注
システム

共同配送流通加工

化学薬品
輸 送

現地法人



取扱品目別売上高

■ 取扱品目別売上高と構成比率
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平成30年

3月期

平成29年

3月期

平成28年

3月期

（百万円）

医療・薬品・ＨＢＣ

27.6%

医療・薬品・ＨＢＣ

27.3%

医療・薬品・ＨＢＣ

26.6%

食品

9.9%

食品

14.6%

食品

15.9%

出版・印刷物

14.6%

出版・印刷物

13.5%

出版・印刷物

12.6%

現金証券

7.3%

現金証券

7.3%

現金証券

6.9%

生活雑貨

6.1%

生活雑貨

6.1%

生活雑貨

6.4%

繊維衣料

2.8%

繊維衣料

2.6%

繊維衣料

1.8%

不動産2.7%

不動産2.3%

不動産2.1%

環境福祉2.2%

環境福祉1.4%

環境福祉1.4%

その他

2.9%

その他

3.7%

その他

4.5%

国際

23.8%

国際

21.2%

国際

21.7%

0 6,000 12,000 18,000 24,000 30,000 36,000 42,000
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中間決算概要と
中期経営計画の進捗状況
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平成 3 1年 3月期 上半期業績トピックス
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▮ 加須豊野台物流センターの立ち上げ及び近隣拠点再編に伴う費用増加

▮ 全事業用車両へのドライブレコーダー設置

▮ 燃料費の増加

▮ 経常利益

》上半期計画値と実績の差異

計画値： 950百万円 実績値： 777百万円（▲172百万円）

》修正後 通期計画値

修正前：1,880百万円 修正後：1,600百万円（▲280百万円）



H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3
中計1年目 実 績 中計2年目 実 績 中計3年目 計 画

連
結

売 上 高 32,612 34,490 36,884 38,400 39,171 40,000 40,926 43,000 42,500

前 期 比 ＋16.0％ ＋5.8％ ＋6.9％ - ＋6.2％ - ＋4.5％ - ＋3.8％

■ 売上高

15,821 17,134 17,819 
19,760 20,277 

21,411 

(50.4%)

16,791 
17,356 

19,065 
19,411 

20,649 
21,089 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

32,612

36,884
38,400 39,171 40,000 40,926

43,000

34,490

（百万円）

上期 下期

中
期
経
営
計
画

中

期

経
営
計
画

中
期
経
営
計
画

連結業績推移
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42,500

修正前42,900



H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3
中計1年目 実 績 中計2年目 実 績 中計3年目 計 画

連
結

営業利益 928 1,222 1,508 - 1,620 - 1,831 - 1,620

前 期 比 △19.4％ ＋31.7％ ＋23.4％ - ＋7.4％ - ＋13.0％ - △11.6％

469 511 

708 

1,051 1,041 
774 

(47.8%)

459 

711 

800 

569 

790 

846 

0

500

1,000

1,500

2,000

■ 営業利益

928

1,508

1,620

1,222

（百万円）

上期 下期

1,831
修正前1,900
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連結業績推移

1,620



H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3
中計1年目 実 績 中計2年目 実 績 中計3年目 計 画

連
結

経常利益 881 1,184 1,478 1,520 1,712 1,630 1,813 1,800 1,600

前 期 比 △20.1％ ＋34.4％ ＋24.8％ - ＋15.8％ - ＋5.9％ - △11.7％

461 484 

701 

1,056 1,020 
777 

(48.6%)

420 

700 

777 

656 793 

823 

0

500

1,000

1,500

2,000

■ 経常利益

881

1,478 1,520

1,712
1,630

1,813 1,800

1,184

（百万円）

上期 下期

中
期
経
営

計
画

中
期
経
営
計
画

中
期

経
営
計
画

修正前1,880
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連結業績推移

1,600



H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3
中計1年目 実 績 中計2年目 実 績 中計3年目 計 画

連
結

当期純利益 456 711 1,563 990 975 1,060 1,066 1,170 930

前 期 比 △18.7％ ＋55.9％ ＋119.8％ - △37.6％ - ＋9.3％ - △12.8％

■ 当期純利益

212 247 

408 

607 609 472 

(50.8%)

244 

464 

516 

368 
457 

458 

639 

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

456

1,563

975
1,066

711

上期 下期

（百万円）

990
1,060

1,170

不動産
売却益

中
期
経

営

計
画

中
期
経
営
計

画

中
期

経
営
計
画

修正前1,110
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連結業績推移

930
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■ 計画と実績

投資計画進捗状況

平成29年3月期 平成30年3月期 平成31年3月期 3カ年累計

中計1年目 実績 中計2年目 実績 中計3年目 見込 中計 見込 差

車 両
関 連

代替 400 代替 387 代替 400 代替 385 代替 400

代替 376
1,200 1,174 △26

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ
ﾚｺｰﾀﾞｰ

26

施 設 足利 30

足利 30
加須
豊野台

2,500

加須
豊野台

2,090 本社 1,300 本社 907
5,830 3,944 △1,886

加須
豊野台

438 本社 479
堺
二期

2,000
堺
二期

0

Ｍ＆Ａ M & A 500 501 M & A 500 89 M & A 500 M & A 500 1,500 1,090 △410

その他 0 0 0 その他 83 0 0 0 83 83

計 930 1,356 3,400 3,126 4,200 1,809 8,530 6,291 △2,239

単位：百万円



Copyright © 2018 KANDA HOLDINGS CO.,LTD. All Rights Reserved.

平成３０年度 経営方針

『 』
－ カンダグループの未来を描こう －

２.管理部門の刷新

① 次世代を展望した積極的な人材の登用と育成を図る。

② ダイバーシティを更に推進し、多様な人材の確保と育成に

取り組む。

③ 環境変化に合わせ、制度や規定の改定を進める。

④ 管理部門のスリム化と事務処理の合理化・集中化を図る。

１.コンプライアンス経営の遵守

① 法令遵守と職場環境の改善に取り組む。

② 交通事故と労災事故の前期比半減に取り組み、事故率５％

以下を実現する。

③ 社内監査体制を強化する。

19

４.国内外の業容拡大

① 新規荷主と新規業務の獲得を図る。

② 更なる国際物流の拡大とＥＣ物流への取り組みを強化する。

③ 新分野の事業の研究・開発に取り組む。

④ グループ内の国内外協業を活発化させる。

⑤ Ｍ＆Ａの積極的な推進とアライアンスによるネットワークを

構築する。

３.収益目標の必達

① 不採算事業に目途をつけ、全営業拠点の黒字化を完結させる。

② 生産性を高め、拠点毎の収益率の改善を図る。

③ 新しい科学技術を取り入れ、省力化、効率化に向けた研究を

進める。
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株 価 と 配 当 推 移

20
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株価・配当推移

■ 株価・出来高

■ 配当・配当性向

右軸： 出来高（千株）左軸：株価チャート（円）

特別4

（予定）

記念

3

右軸： 配当性向（％）左軸： 1株あたり年間配当（円）

H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3

年間配当/株 12円＋3円(記念) 14円 16円＋4円(特別) 22円 24円 24円

配当性向 35.4％ 21.2％ 13.8％ 24.3％ 24.2％ 27.8％

H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3 H31/3

株価（終値） 429円 580円 767円 953円 1,160円 -

21
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株価指標推移

■ ＰＥＲ・ＥＰＳ

■ ＰＢＲ・ＢＰＳ

H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3

Ｐ Ｅ Ｒ 10.1倍 8.8倍 5.3倍 10.5倍 10.8倍

Ｅ Ｐ Ｓ 42.38円 66.11円 145.26円 90.63円 99.10円

0

50

100

150

0

10

20

30

H26/3 H27/3 H28/3 H29/3 H30/3

Ｐ Ｂ Ｒ 0.37倍 0.47倍 0.56倍 0.66倍 0.76倍

Ｂ Ｐ Ｓ 1174.20円 1235.50円 1366.80円 1440.20円 1526.31円

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0
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右軸： ＥＰＳ（１株あたり純利益）左軸： ＰＥＲ（株価収益率）

右軸： ＢＰＳ（１株あたり純資産）左軸： ＰＢＲ（株価純資産倍率）

(倍)

(倍)

(円)

(円)
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優待制度と配当利回り

保有株式数 株主優待

100株以上 図書カード 1,000円分

500株以上 図書カード 2,000円分

1,000株以上 図書カード 3,000円分

2,000株以上 図書カード 4,000円分

3,000株以上 図書カード 5,000円分

平成30年9月末時点の自己株式は891,400株（総発行株式に占める割合： 7.65％）となっております。

23

■ 株主優待制度

■ 自己株式取得状況

■ 配当利回り

【配当利回り計算】

単元株100株を、株価 855円 で購入頂くと… ※2018年11月30日終値

配当2,400円、株主優待1,000円 ⇒ 実質配当金額3,400円 配当利回り ３．９８％
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トピックス
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ＥＣ関連事業（越境ECフルフィルメントサービス）
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※ 越境ＥＣ：売主がインターネットを通じ国境を越えて商品を販売するビジネス

※上記のサービスは開発中のものであり、リリース時の機能を保証するものではございません。

海 外国 内

メーカー

ネット通販購入者

書類(IV,P/L)作成

各種データ連携

国際宅配業者選定

越境EC発送業務の
フルアウトソース

小売・通販業者

梱包・発送

【サービスイメージ】

》国内事業者様が抱える、越境ＥＣにおける煩雑な発送/管理業務をトータルでサポートいたします。

【 ニーズ 】
訪日旅行客による自国
からのリピート注文が増加

【 ニーズ 】
越境EC市場に参入した
ものの、運用が煩雑で

非常に手間がかかっている

運用が複雑な越境ECの
フルフィルメントサービスを提供

在庫保管・管理

■ 越境ＥＣに進出された(したい)企業様のロジスティクス面をサポートする新規事業を開始。



釣銭作成ロボットの開発
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■ 集配金事業の釣銭作成工程において紙幣搬送ロボットを開発。

》 本ロボットの採用により年間約１５百万円のコスト削減を実現しました。

》 この取り組みが認められ経産省のロボット導入実証事業(コスト削減に向けたＳＩプロセス実証事業)に採択されました。

労働生産性 １.４倍

人数 ７人 ５人

労働時間 ８時間 ８時間

生産量 ３,０００個 ３,０００個

その他の効果 不要物(ビニール)の削減

投資回収年 ６.６年

効果/年 ▲１４,７６３千円

効果内訳

作業人件費
資材費用
廃棄費用
保守費用

▲１３,６２７千円
▲１２８千円
▲１１０千円
▲８９８千円

▮ ロボットの関節部分を直交・単軸型に変更。

▮ 関節への負担が軽減され、エラー故障が大幅に減少。

▮ 釣銭袋の作製時間が１袋あたり５秒以上短縮。

▮ 音声ガイダンスをエラーメッセージに加えることで、

解除作業への対応が容易となった。

作成された釣銭袋

直交・単軸型ロボット



事業所内保育施設
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■ グループ内で２園目となる「ラビット保育園 加須豊野台」を開園。

岩槻物流センターに続き、本年竣工された加須豊野台物流センターにも事業所内保育施設を開園いたしました。

名 称 ラビット保育園

設 置 場 所 加須豊野台物流センター

対 象
0歳児から5歳児まで
（最大定員数19名）

開 園 曜 日 月～土（祝日を含む）

保 育 時 間
8時30分から19時30分
（延長最大21時30分まで）

開 園 日 平成30年12月3日

》 経営方針として掲げている「働きやすい職場づくり」の一環として、当社で働くお父さん、

お母さんの「仕事と育児の両立」をサポートするよう今後も取り組んでまいります。

》 本保育園では最大定員１９名のお子様をお預かりすることが可能です。

グループ内
２園目の



新センター竣工
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■ 施設設備

▮ 高床式 ▮ ドックレベラ有

▮ 天井高：梁下有効５.５ｍ ▮ 床荷重：１.５ｔ

▮ 荷物用エレベーター２基 ▮ 垂直搬送機２基

▮ 危険物倉庫 ▮ 全館ＬＥＤ照明

▮ 庫内空調完備（２Ｆ、３Ｆ、危険物庫）

▮ グループ内２ヶ所目となる事業所内保育園を設置

■新たな物流拠点として平成３０年３月「加須豊野台物流センター」が竣工いたしました。

》 東北自動車道「加須ＩＣ」から至近で、関東一円～東北までを広範囲にカバーすることが可能となります。

》 付近に点在する物流拠点の一部を集約することで、より効率的な業務運営を目指して参ります。

加須IC

花崎

大利根(営)

加須花崎(営)

加須花崎第二(営)

久喜菖蒲センター

久喜物流センター

加須豊野台センター

所 在 地 〒349-1148 埼玉県加須市豊野台1丁目471-6

アクセス 東北自動車道「加須IC」3.0km 5分



新本社ビル建設
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■ 当社発祥の地である東京都千代田区神田三崎町に本社ビルを建設中です。

》 耐震性能の劣化で解体した旧社屋の跡地に、営業及び事務の効率化、人材採用面を考慮した

新社屋を建設中で、平成３１年３月完成予定（免震構造）となっております。

》 新社屋は千代田区低炭素建築物助成制度（省エネルギー３５％以上）適用の、

環境に配慮した設計となっております。

所在地 東京都千代田区神田三崎町３丁目２番４号

【 完 成 予 想 パ ー ス 】 平 成 ３ １ 年 ３ 月 完 成 予 定 【 地 図 】

JR水道橋駅まで徒歩６分
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社員寮建替え

■ 品川区東大井にある社員寮を建替えております。

所在地 東京都品川区東大井３丁目１番５号

【 完 成 予 想 パ ー ス 】 平 成 ３ １ 年 ３ 月 完 成 予 定 【 地 図 】

》 隣地を買い増した上で社員寮の建替えをしております。主に人材採用面に考慮したもので、

地方から上京してくる新卒者の生活基盤を支えるべく計画いたしました。

》 平成３１年３月の完成予定で、本社の建設に併せ来年度の新入社員から入居が可能となります。

JR大井町駅まで徒歩６分

１２部屋
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遊休不動産の活用

■ 介護付有料老人ホームの事業用地として、遊休地を長期賃貸いたします。

所在地 東京都杉並区下高井戸3-28

【 完 成 予 想 パ ー ス 】 平 成 ３ １ 年 ８ 月 末 完 成 予 定 【 地 図 】

》 事業所の跡地を活用することで５０年間に渡る安定的な賃貸収入を確保いたしました。

》 本取り組みは間接的ながらも地域の社会貢献に役立つものと考えております。

(仮称)Dプロジェクトシルバー下高井戸

用 途 高齢者居住施設 (介護付有料老人ホーム)

契 約 平成30年10月

敷地面積 2,114.41 ㎡（約640坪）

建 物 RC造 / 地上3F 地下1F / 55室

パースはダイワハウス工業㈱による計画図であり、
実際の建物とは異なる可能性があります事をご了承下さい。
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■ 環境【 E n v i r o n m e n t】

■ 社会【 S o c i a l】

》事業用車両のハイブリッド車への代替は事業や車両の特性を鑑みながら計画的に進め、

電気自動車の導入についても検討して参ります。

》大型物流センター３ヶ所の屋上部分にソーラーパネルを設置し、太陽光発電を行っております。

》新本社ビルでは、低炭素化社会に向けた環境に配慮した設計となっており、

千代田区低炭素建築物助成制度(省エネルギー３５％以上)の適用を受けております。

》改正省エネ法による特定輸送業者として対応を強化いたします。

》グリーンエコプロジェクトへの参画を拡大いたします。

》特例子会社「カンダハーティーサービス株式会社」を設立し、障害を持つ方々の雇用を促進しております。

安心して就労できる職場環境の整備に努めるだけでなく、仕事に役立つ知識や技能、実践的な作業能力を

身につけるための障害者委託訓練を行政より受託し、雇用・就業・自立支援を積極的に行っております。

》子供たちの安全な登下校をサポートする活動「子ども見守り隊」に参加しております。

平成３０年２月、この活動において群馬県大泉警察署より感謝状を授与されました。

》神田消防署の消防団員として地域の皆様の防火・防災に努めております。
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■ 企業統治【 G o v e r n a n c e】

》法令・倫理綱領・社会規範・会社諸規程等に基づく企業倫理を確立し、公正で誠実な経営を実践します。

》内部統制（会社法、Ｊ-ＳＯＸ、各業法）を強化いたします。

- 品質改善活動 -

▮１９９５年より「ダッシュ２１」と呼ぶＱＣ活動を、全職場・全従業員の参加を基本として、

２３年間に渡り継続して実施しています。本年度も２２０サークル、２,３４９名の従業員が、

作業品質改善や生産性向上などのテーマに沿って活動に取り組んでいます。

▮各職場での成果発表に加え、その年の優秀サークルを各職場より選抜し、

毎年開催される中央発表大会の場を通じて、グループ内の相互啓発に寄与しています。

- 安全への取り組み -

▮運行管理者・セーフティーアドバイザーなど各種社内研修会を開催しています。

▮技術教育訓練学校（自社保有）を活用した乗務員への実技指導を実施しています。

▮事故撲滅対策委員会による営業所の巡回と巡察パトロール指導を実施しています。



ＢＣＰ

予想される重大な災害等（自然災害・感染症等）により甚大な被害が発生した場合においても、物流サービスの
継続的な提供により社会貢献を行うことを目的として『BCP基本方針』を定め『事業継続計画』を策定しています。

》従業員とその家族の安全・安心を最優先に活動します。
》施設、設備についての予防措置及び支援物資の確保を行います。
》事業存続及び早期復旧を目指した体制を確立します。
》地域社会の一員として貢献します。
》従業員の定期的な教育訓練と計画の定期的見直しを行います。
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食料・飲料水の備蓄

緊急時連絡体制

データバックアップ燃料確保

非常用自家発電設備 高耐震施設
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全国４ヶ所の自社施設にてインタ
ンクを設置し、車両３日稼働分の
燃料を備蓄しております。

災害対策本部となる本社事務所で
は本社従業員数の３日分にあたる
食料・飲料水を備蓄しております。

停電等のリスクを鑑みて一部の物
流施設では非常用自家発電設備を
設置しております。

電話回線が不通になる事態に備え、
全国１３の営業所で衛星携帯電話
を設置しております。

自社の物流施設では、建築基準法
の規定を上回る耐震基準を設け、
設計・建築しております。

情報資産を守るため、データの
バックアップセンターを関東地区
に設置しております。

【基本方針】

■ 災害への備え
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本資料は、投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資への勧誘を

目的としたものではありません。

記載されている内容は、資料作成時点の当社の判断に基づくものであります。

従いまして、将来の計画数値や施策の実現等の記載された内容を確約したり保証する

ものではなく、実際の業績は当社を取巻く様々なリスク及び不確実性により、これら見通し

とは異なる結果をもたらしうることがあることをご承知おきください。

また、本資料に記載されている当社及び当社グループ以外の企業等にかかわる情報は、

公開情報等から引用したものであり、かかる情報の正確性･適切性等について当社はこれを

保証するものではありません。

お問合せ先：カンダホールディングス株式会社 総務部株式課

電話 03-6327-1811（代） ＦＡＸ 03-6327-1800

ホームページ ： http://www.kanda-web.co.jp/ 

e-mail ： hd-soumu＠kanda-web.co.jp
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